（別紙）

「現代南アジア研究の国際的ネットワークの形成」プロジェクトの目的と概要

１．プロジェクトの目的

　現在、インド・南アジアは、広域アジアおよび欧米との人・資本・モノの活発な移動・交流によって緊密なグローバル化を伴う経済成長を遂げている。これは、インド・南アジアが地域独自の強みを生かして、グローバル化の動き自体を多元化していく過程である。本事業では、グローバル化するインド・南アジア地域の発展径路を長期的・総合的に解明し、現代世界における地域の再編過程を比較と連鎖のなかで明らかにすることを目指す。この課題に取り組むために、若手研究者派遣と国際共同研究を核として、日・印・英の研究協力ネットワークを形成する。
　世界の南アジア地域研究においては、地域当事国であるインドと旧宗主国であるイギリスがこれまで中心的な位置を占めてきた。その研究においては「近代西洋と伝統インド」の対比を前提として南アジアを理解しようとするポストコロニアル的な枠組みが支配的であった。しかしインドがグローバル化する世界とのつながりにおいて経済成長を遂げ、国際政治においても影響力を強めている現在、むしろインドを多元的な世界を構成する地域のひとつと捉えて、その発展径路を把握し、地球規模の視野からインドあるいは南アジアと世界のつながりを理解する必要が生まれている。換言すれば「ポストコロニアル・インドからグローバル・インドへ」と、視座を転換する必要がある。この視座の転換において、西洋とは異なる独自の近代を発展させ、学術的には「東アジア型発展モデル」を提起してきた日本は、世界諸地域の多元的なグローバル化が進みつつある現状を理解するうえで重要な貢献をなしうる立場にある。グローバル・インドの発展径路を地球的視野の比較と連鎖のなかで理解するための新たな地域研究の展開にあたって、日本がインドおよびイギリスと研究ネットワークを構築する意義は極めて大きい。
日本における現代南アジア研究は、個々の研究者をみれば国際的に高い水準にあり、個人や個々の研究機関・大学レベルの国際的な学術交流も進んでいるものの、組織的なかたちでの国際的共同研究が十分に行われているとはいえない。本事業を通じて、個人や個々の機関が築いてきた海外研究者・機関との協力関係を、日本における現代南アジア研究者の共有の資源として利用できる組織体制を作り上げ、国内における連携と日・印・英の国際ネットワーク形成とを、相乗効果をもたせて組織的に展開する。これによって日本の現代南アジア研究の国際的な位置づけを高め、国際的な研究連携の飛躍的に進展を図ることが本事業の目的である。

２．研究課題の趣旨

　ポスト産業社会のなかで、インド・南アジアの有するソフトパワーはますます存在感を大きくしている。多元的な文化や社会集団を包摂する開かれた地域システムは、現在グローバル化のなかで、多様な人とモノと情報の活発な動きとそれらの出会いによる新たな価値の創造を実現している。こうした現況を把握するために、研究課題として、「グローバル・インドの発展径路の解明」を設定する。これは現在のグローバル化を、世界の一元化とみるのではなく、多元的な世界諸地域の緊密な交流と相互作用の過程としてとらえようとする視点であり、そのなかで影響力増大が著しいインド・南アジアの固有の発展径路を理解しようとする試みである。この試みを通じて、インドの成長を支えるメカニズム、即ち成長の構造と歴史と、成長にともなう全体的な構造変動のありかたを、環境・エネルギー問題や格差拡大という新しい問題を含めて理解するための枠組の解明を目指す。

1990年代以降のインドの成長の基盤には、グローバルな発展のための地域の潜在力とその現代的展開――１）多元的主体の公共的参加、２）多様性をつなぐ開かれたネットワーク、３）多様な環境に適応する技術や知識の蓄積と発展――があったと考えられる。そこで、インド世界の発展径路を解明するために、次の３つのサブテーマを設定する。１）「民主化とガバナンス―成長の政治行政的基盤」現代インドの発展を支えているのは、多様な社会集団が政治経済的な主体として活躍することのできる「民主化」の進展であり、また教育・医療・安全保障と経済インフラを将来的に整え、多元的主体の公共参加を促進する「ガバナンス」の発達である。２）「多様性のネットワーク―成長の社会文化的基盤」経済自由化と民主化のなかで、農村と都市そして諸社会集団はグローカルなネットワークを形成しつつある。それは多元性を包摂する多文化接触領域としてのインド世界がグローバルに展開する過程でもある。３）「持続的発展―成長の環境・経済的基盤」インド世界は多様な生態環境を背景として、独自の生業を有する多元的な社会集団が交換と分業を通じて共存してきた。それはインド世界における多元的な技術や知識の蓄積を促進した。また現在の経済発展のなかで環境・エネルギー問題を視野に入れた持続的発展モデルが求められている。

３つのサブテーマを通じて、１）政治と行政、２）社会と文化、３）環境と経済の視点から、グローバル・インドの発展経路について総合的に検討する。本事業では、インド・南アジアの現代的成長を支える生態・経済・社会・文化・政治的基盤を総合的に解明し、歴史的な長期変動と空間的な比較と連鎖のなかに位置付けて把握すること、そしてその地域固有の発展径路を、多様性の共存・接触・展開という観点からモデル化・概念化して理解することを目指す。そのために、将来が嘱望される若手研究者をインドおよびイギリスに派遣し、日・印・英の国際共同研究を推進する。
３．事業の全体プログラム

　日本国内では、全国6拠点からなる「現代インド地域研究」が、国内の現代インド・南アジア研究のネットワーク型拠点形成の推進を目的として平成22年度より発足した。本事業は、この枠組みを基盤として国際的な機関間連携のネットワークを形成する。具体的には、上記6拠点の１つである国立民族学博物館を代表機関とし、他の5拠点、即ち京都大学・東京大学・東京外国語大学・広島大学・龍谷大学を協力機関として、若手研究者派遣を通じた国際共同研究を展開する。相手となる海外研究機関は、インドのデリー大学と国立インド統計研究所、およびイギリスのロンドン大学とエジンバラ大学である。

　国内の６つの研究機関と英、印それぞれ２つずつ計4つの研究機関が有機的に連携できるよう、若手研究者を派遣する。具体的には2年半の研究期間で合計9名の若手研究者を上記の4機関に派遣して、国際的な研究環境のもとで研究を実施してもらう。派遣する研究者は研究課題の趣旨に沿って設定される年度別テーマに従い公募によって選抜するが、想定される若手研究者の研究分野は、政治学、社会学、文化人類学、歴史学、経済学などである。これらの若手研究者には、研究期間中に必ず印・英2カ国双方の研究機関に研究生・外来研究員等として在籍してもらい、インドでは受け入れ研究機関の研究者の指導のもとで現地調査を行う一方、イギリスでは積極的に研究会等に出席して日・印で積み重ねた研究成果を発表するとともに、イギリスの研究者からの指導を受けて国際的・学際的・専門的な研究能力の向上を図る。さらに派遣研究者は、本事業の研究テーマに関連して「現代インド地域研究」プロジェクトが上記海外研究協力機関と共催するワークショップやシンポジウムに企画段階から参画し、ワークショップ等に発表者等として参加する。
